
印刷して学生
みなさんで

お読みください！

私たちは持続可能な開発目標(SDGs)を支援しています。

大阪樟蔭女子大学生協

新人さんいらっしゃい
取り組み概要

日時：3月24日（水）
場所：zoom
参加者数：午前：27人、 午後17人

POINT.1

新人さんいらっしゃいでは、全体での時間より、ブレイクアウトルー
ムでの時間を多く取り、新入生やGIが話す時間を長く取っていまし
た。新入生同士が仲良くなってもらうことを目的としていたので、GL
は、新入生が話しやすいように、新入生同士がタメ口で話したり、自分
たちで自由に話してもらえるように促していました。話していく中で、
だんだんと新入生が自ら話したり、新入生同士が話したりしていまし
た。また、グループでの交流を多くすることで、GLが新入生の質問や
不安を聞き、答えることで、新入生の不安を解消していました。話す時
間を多くすることで、オンラインでも、仲良くなれていたと思います！

新入生に仲良くなってもらう工夫

POINT.2

グループ対抗で「樟蔭まるわかりクイズ」を行いました。この
クイズは、GIが樟蔭生にアンケートを行い作成しました。「通学
はトートバックorリュック？」「毎日化粧をしている人の割合
は？」などのクイズを出し、新入生が樟蔭生にしかわからない情
報を楽しみながら知れるようになっていました。ブレイクアウト
ルームでの時間の最後には、各グループがグループ名を決めて、
愛着を持てるようにしていました。

樟蔭まるわかりクイズ

背景や概要：新入生の不安を解消し、友だ
ちを作ってもらうために、新入生向け企画
を実施しました。企画では、グループで話
したり、樟蔭クイズを行いました。

ご質問や[ K’s NEWS ]で紹介したい
活動があれば、ご連絡ください！
ブロック学生事務局 [ 有家 綾乃 ] 

Ariie.Ayano@univ.coop

POINT.3

企画段階では、学生委員会内で企画の概要を共有するだけでなく、細
かな注意点やGLが話すセリフなども共有していました。例えば自己紹
介でも、単に自己紹介で話すことを決めるだけでなく、「新入生の名前
を復唱すること」や「ひとりひとりの自己紹介にコメントすること」な
ど、細かく進め方を決めていました。そうすることで、グループ内が盛
り上がりやすくなり、新入生から話している姿も多くみられました。ま
た、進め方を細かく共有することで、グループごとのばらつきが少なく
なり、参加者全体の満足度の向上につながっていたと思います！
当日の服装は明るめの色の服にすることや、マスクも白かフェイス

シールドにすることなども決め、グループ内の雰囲気をよくするために
細かなところにまで気を配っていました。
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